
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

対応状況 ー 〇 ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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備考 新型コロナウイルス感染症

施設区分 保育所 高齢者・障害者入所施設 医療機関
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週と同数で、警報レベル継続中で

す。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より増加しました。

• 咽頭結膜熱は前週より減少しました。

• Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は前週より減少しまし

た。

• 感染性胃腸炎は前週より減少しました。

【 集団発生情報 】

新たな集団発生の報告はありません。

【 感染症コラム ～A型肝炎～ 】
• A型肝炎はA型肝炎ウイルスが口から入り肝臓に感

染する疾患です。

• 国内における主な感染源は、海産物等の飲食による

とされています。

• 感染者の便中にウイルスが排泄されるため、感染す

るリスクは衛生環境に左右されます。発展途上国で

は蔓延していますが、先進国では上下水道などの整

備により感染者は激減しています。

• こどもは軽症で済みますが、高齢者では症状が強く

出る傾向にあります。

• 発熱、頭痛、筋肉痛、 腹痛などの肝炎症状が強いで

すが、症状や肝障害の改善が早く、予後は良好です。

• 予防としては、手洗いの励行や、ワクチンです。

国の基準に基づき、在院者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数を

設定しています。


